
２極コネクタータイプ補足資料

圧着工具について

コネクターメーカーから販売されている推奨工具を使用されるのが一番良いですが、
一般販売されている工具でも圧着は可能です。
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弊社では、一般的に使用が多いとされるコネクターを選定しておりますので、多くの
ハーネス加工会社様で加工が出来ると思います。
加工会社様によっては、主とするコネクターメーカーがあると思いますが、対応は可能
だと思いますので、一度ハーネス加工会社様にご確認ください。

ハーネス加工について
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コネクター，ハーネスの引き抜き強度

●２極タイプに使用しているコネクターは、ロック機構が付いておりますので、必ず
ロックを解除してから引き抜いてください。

●２極タイプのコネクターは、単極・インジケータータイプに比べて、小型のコネクターを
使用しているので、引き抜き強度が高くありません。 配線の際は、リード線に負荷が
掛からないようにして下さい。

●引き抜き強度

・コネクターの引き抜き強度（ロック状態） １０ｋｇ以上

・リード線 ９本 一括引き抜き強度 ５ｋｇ前後

・実装コネクターの引き抜き強度 １５ｋｇ以上
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評価試験

・ハーネス引っ張り強度： コンタクト抜け強度 ４９Ｎ（５ｋｇ）以上
ハウジング抜け強度 ９０Ｎ（１０ｋｇ）以上

・コネクター剥離強度 ： ９０Ｎ（１０ｋｇ）以上

・絶縁抵抗 （判定基準 ＤＣ５００Ｖメガー １００ＭΩ以上）

同極端子間 ： １０００ＭΩ以上

異極端子間 ： １０００ＭΩ以上

各端子とアース間 ： １０００ＭΩ以上

各端子と非充電金属部間 ： １０００ＭΩ以上

・耐電圧 （判定基準 ＡＣ５００ＶＲＭＳ）

同極端子間 ： ＯＫ

各端子とアース間 ： ＯＫ

各端子と非充電金属部間 ： ＯＫ

・振動試験 （振動数１０～５５Ｈｚ 複振幅１．５ｍｍ周期３分 振動方向３軸方向 各２時間）

・耐衝撃試験 （正弦波３０Ｇ 上、下、左、右、前、後の６方向に各３回）

アプリケーション（事例）

中継用マザーボード

◎基板化する事で、電源，ＣＯＭ線を共通化。 渡り配線作業を無くして工数を削減。

◎コネクターで一括配線する事で、配線ミスを無くして工数も削減。


